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非
常
災
害
に
備
え
て

7
日
に
防
災
訓
練
、
ご
協
力
願
い
ま
す

市
で
は
災
害
予
防
貨
任
者
の
共
同

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
防

災
思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め
来
月

七
目
に
主
と
し
て
警
報
伝
達
な
ど
の

訓
練
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

曽
さ
ん
万
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
．

　
当
臼
は
午
前
六
爵
三
十
分
か
ら
午

後
一
時
ま
で
で
、
日
本
海
の
低
気
圧

の
影
響
に
よ
り
四
百
鱒
ゾ
の
豪
雨
で
市

の
各
河
川
が
増
水
し
、
地
す
べ
り
、

が
け
く
す
れ
な
ど
の
被
害
が
出
た
と

い
う
想
定
で
、
関
係
各
機
関
及
び
団

体
が
参
加
し
、
っ
ぎ
の
要
頷
で
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

〔
ご
訓
練
災
害
対
策
本
部
の
設
置

　
七
時
訓
練
対
策
本
部
を
開
設
し
、

統
監
に
市
長
，
副
統
監
に
助
役
、
収

入
役
と
な
っ
て
訓
練
を
緬
轄
す
る
。

〔
二
〕
警
報
の
伝
達
及
び
通
信
訓
練

　
①
県
の
規
定
系
統
に
よ
る
訓
練

　
　
瞥
察
署
、
土
木
事
務
所
、
電
報

　
電
話
局
の
系
統
か
ら
．
市
良
に
あ

　
て
た
警
報
の
送
受
信
訓
練
を
行
な

　
う
．

　
②
市
の
規
定
系
統
に
よ
る
訓
練

　
　
市
民
一
般
へ
の
伝
達
訓
練

　
　
（
ア
）
十
日
町
及
び
川
治
、
中
条

　
　
　
の
一
部
地
区
に
は
、
消
防
署

　
　
市
庁
舎
の
拡
声
器
に
よ
る
放

　
　
送
と
広
報
車
の
街
頭
放
送
で

　
　
伝
達
の
訓
練
を
す
る
。

　
（
ロ
）
郊
外
地
区

　
　
有
放
の
臨
時
放
送
で
訓
練
警

　
　
報
を
伝
達
す
る
．

　
　
有
放
の
な
い
地
区
は
、
公
衆

　
　
電
話
で
伝
達
す
る
。

〔
三
〕
気
象
情
報
の
収
集
訓
練

　
特
定
地
域
の
降
雨
量
の
観
測
値
の

送
受
屠
訓
練
を
す
る
。

〔
四
〕
災
害
情
報
の
収
集
及
び
伝
達

訓
練

　
①
地
す
べ
り
警
報
器
設
置
箇
所
と

　
　
の
通
信
訓
練

　
②
公
衆
電
話
の
「
非
常
通
話
」
の

　
　
訓
練

　
③
地
す
ぺ
り
、
急
傾
斜
指
定
地
域

　
　
（
四
十
七
ヵ
所
）
と
の
通
信
訓

　
　
練

　
（
ア
）
公
衆
電
話
に
よ
る
警
察
署

　
　
　
と
消
防
署
へ
の
連
絡
訓
練

　
（
イ
）
有
放
電
話
に
よ
る
警
祭
署

　
　
　
と
消
防
署
へ
の
連
絡
訓
練

　
（
ウ
）
電
話
通
信
と
絶
想
足
に
蕃

　
　
　
づ
く
伝
令
に
よ
る
使
送
訓
練

〔
五
〕
非
常
無
線
通
信
訓
練

　
①
十
日
町
交
通
無
線
局
（
二
十
）

　
　
十
出
町
タ
ク
シ
ー
無
線
局
（
十

　
三
）
、
東
北
電
力
無
線
局
（
十

　
三
）
、
に
よ
る
市
内
各
地
の
情

　
報
収
集
伝
達
訓
練

②
十
日
町
市
無
線
局
（
消
防
本

　
部
）
　
（
七
）
水
道
本
部
（
一
）

　
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練

〔
六
〕
避
難
豆
退
訓
練

①
関
芳
織
物
（
株
）
滝
又
工
業

　
　
（
株
）
の
二
社
の
本
社
及
び
附

　
帯
工
場
に
っ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

　
の
分
工
場
に
避
難
訓
練
を
実
施

　
す
る
．

〔
七
〕
救
急
医
療
団
出
動
訓
練

　
医
師
会
救
急
医
療
団
が
関
芳
、
滝

文
両
避
難
所
に
出
動
、
救
急
訓
練
を

行
な
う
。

　
負
傷
者
を
急
救
車
が
搬
送
す
る
。

〔
八
〕
避
難
所
の
開
設
訓
練

　
十
日
町
を
除
く
六
地
区
に
お
い
て

避
難
所
の
開
設
訓
練
を
行
な
う
。

〔
九
〕
協
力
参
加
機
関
又
は
団
体

　
十
日
町
警
祭
署
、
十
日
町
土
木
亭

務
所
、
十
R
町
電
報
電
話
局
、
中
魚

沼
幸
日
町
市
医
師
会
、
東
北
電
刀

（
株
》
十
日
町
営
業
所
、
関
芳
織
物

（
株
）
、
滝
文
工
業
（
株
）
、
十
日

酊
市
農
協
、
十
日
酊
変
通
（
株
）
、

十
日
町
タ
ク
シ
ー
（
株
）
、
†
日
町

市
教
育
委
員
会
、
十
日
町
市
消
防
本

部
、
十
日
町
市
消
防
団
。

会
長
に
樋
口
清
氏

　
　
　
　
　
　
十
日
町
都
市
計
画
地
域
計
画

　
　
　
　
　
　
審
議
員
決
ま
る

・
学
識
経
験
者
　
五
名

十
日
晴
生
コ
ン
取
締
役

大
島
昭
三

置
嚢
嚢
林

　
九
月
の
第
三
回
定
例
市
議
会
で
、

十
日
町
都
市
計
圃
地
域
計
画
審
議
会

一
条
例
が
制
定
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
審
議
会
が
去
る
九
臼
市
役
所
で

初
会
合
が
あ
り
、
つ
ぎ
の
役
昌
を
決

め
た
ほ
か
、
十
日
町
都
南
計
画
地
域

指
定
の
概
夢
及
び
地
域
計
圃
の
今

後
の
進
め
方
等
に
っ
ハ
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
同
審
議
会
の
仕
挙
は
、
市
長
の
諮

問
に
応
じ
、
都
市
計
圃
法
に
基
づ
く

　　　　　　市庁舎落成記念式

市庁舎の落成記念式は去る17日市民体育舘を会場に市内外来賓

多数が出席して行われた。式典は工事経過報告のあと村山市艮

の式辞・工事関係者に対する感謝状の贈呈などがあり閉式この

あと落成を祝して市役所吟詠会による合吟「祈賀¢詞」と花柳社

中の「十日町民謡」で記念式典を飾りました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真は式典会場）

地
域
地
区
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

も
の
で
、
市
長
が
任
命
し
た
．
つ
ぎ

の
二
十
三
人
の
委
目
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
会
艮
に
、
樋
口

清
（
十
日
町
農
協
組
舎
長
）
副
会
長

に
関
口
竹
次
郎
（
学
識
緑
験
者
）
の

両
氏
が
任
命
さ
れ
た
。

・
市
議
会
議
員
　
六
名

　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
直
治

　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
正
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
政
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
疋
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
広
吉

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
幸
造

十
日
町
青
年
会
議
所
理
亭
長

　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
正
六

市
政
事
務
嘱
託
員
　
　
徳
永
　
泰
三

　
　
〃
　
　
　
　
　
関
口
竹
次
郎

・
関
係
行
政
機
関
　
四
名

十
日
町
土
木
事
務
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
相
馬
百
合
彦

十
日
町
市
農
業
委
員
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
宗
平

十
日
町
農
地
亭
務
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
横
沢
四
文

十
日
町
市
消
防
団
長
　
島
田
　
善
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
　
季

・
公
共
団
体
及
び
公
共
的
団
体
の
役

職
員
八
名

十
日
町
商
工
会
議
所
会
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
菅
村
新
蔵

十
日
町
市
農
業
協
同
組
合
長

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
清

十
日
町
而
農
業
協
同
組
合
青
年
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
貫
一

十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
理
串
長

　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
文
一

十
口
陶
織
物
工
業
協
同
組
合
青
年
部

長
　
　
　
　
　
　
諸
里
正
典

十
日
町
織
物
加
工
業
組
合
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
福
原
左
平

十
日
町
土
地
改
良
区
理
争
長

　
　
　
　
　
　
　
　
庭
野
清
平

十
目
町
商
店
街
振
興
組
合
理
亭
長

　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
軍
平
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納
税
者
の
声
を

　
聞
く
箱
を
設
置

　
十
日
町
税
務
署
で
は
、
玄
関
前
に

納
税
者
の
ご
意
見
な
ど
を
お
聞
き
す

る
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
納

税
者
の
皆
様
か
ら
税
の
こ
と
に
つ
い

て
の
ご
意
見
や
、
ご
要
望
を
駕
聞
き

し
て
税
務
行
政
の
参
考
に
し
、
実
現

可
能
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

燗

灘
鰯
麟

税
務
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

今だ！市民総ぐるみで交通事故をなくしよう。

悲しむ前にまづ家族で交通安全を考えよう

暢
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近
づ
き
や
す
い
税
務
署
に

　
　
一
日
か
ら
納
税
者
の
声
を
き
く
旬
間

　
十
日
町
税
務
署
諏
は
、
十
一
月
一

日
か
ら
十
日
ま
で
の
十
臼
間
を
「
納

税
者
の
声
を
聞
く
旬
窩
」
と
し
て

「
納
税
者
の
声
を
聞
く
会
、
税
の
ア

ノ
ケ
ー
ト
、
署
内
見
学
、
税
務
相
諏

通
信
相
談
、
署
長
の
納
税
者
訪
間
」

等
の
諸
行
壌
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
　
乙
の
旬
間
行
墨
は
、
全
国
的
に
行

な
わ
れ
る
も
の
で
、
納
税
者
か
ら
意

見
や
、
要
望
を
求
め
、
納
税
者
と
の

意
志
の
そ
通
を
図
り
「
近
づ
き
や
す

い
税
務
署
」
の
一
層
の
推
進
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
こ
の
機
会
に
多
数

の
納
税
者
か
ら
の
意
見
や
要
望
、
相

談
等
が
よ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
た

め
つ
ぎ
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
▽
六
日
　
署
長
の
納
税
者
宅
訪
間

　
　
　
　
　
　
　
（
市
内
三
戸
）

▽
一
日
～
十
日
　
世
論
調
査
（
三
百

　
　
　
　
人
対
象
）

▽
一
日
～
＋
日
　
図
表
、
グ
ラ
フ
、

　
　
　
　
標
語
等
の
署
内
展
示

〉
四
日
　
署
内
見
学
、
祖
税
教
室

　
　
　
　
（
応
募
中
学
生
）

▽
六
日
、
七
日
午
後
　
納
税
者
の
声

　
　
　
　
を
き
く
会
（
商
工
福
祉
会

　
　
　
　
舘
）

▽
七
日
　
納
税
表
彰
式
（
商
工
福
祉

　
　
　
　
会
舘
）

年
期
前
同

災
済
者

通
共
入
曉44．9．30現在

（悲しみの交通」敬〕

6
　
　
　
く
♂

　
　
　
9

1
　
葡

4者死

負傷者100

い
ま
す
。
建
設
的
な
ご
意
見
を
望
ん

で
い
ま
す
．
な
お
税
務
教
室
も
開
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
．
　
（
十
日
町
税
務
署
）

（
写
頁
は
納
税
者
の
声
を
き
＞
箱
）

8
あ
の
橋
も
こ
の
学
校
も
税
金
で
∂

　
　
　
　
　
納
税
標
語
入
選
決
ま
る

　
十
日
町
税
務
署
で
は
納
税
者
の
声

を
き
く
旬
間
行
事
と
し
て
管
内
中
学

生
か
ら
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
が
四

百
三
十
三
人
（
六
百
七
十
二
点
）
が

応
募
し
、
十
五
点
の
入
選
作
を
決
め

二
点
を
国
税
局
へ
推
せ
ん
し
ま
し

た
。
な
葡
十
日
町
市
関
係
は
つ
ぎ
の

と
お
0
で
す
が
優
秀
作
品
と
し
て
十

中
二
年
庭
野
守
啓
君
の
「
あ
の
橋
も

こ
の
学
校
も
、
税
金
で
」
が
選
ば
れ

国
税
局
へ
送
ら
れ
現
在
審
査
中
で
す

・
あ
の
橋
も
．
こ
の
学
校
も
、
税
金

　
で
　
　
（
十
中
二
年
、
庭
野
守
啓
）

・
税
金
は
明
る
い
杜
会
の
含
い
こ
と

5
の
縫
纏
驚
税

の
獺
談
欝

ぱ
　
　
（
同
三
年
、
細
谷
冨
江
）

・
災
害
地
救
う
力
は
納
税
で

　
　
　
　
　
　
（
同
、
上
村
久
男
）

・
税
金
は
豊
か
な
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　
（
同
二
年
、
井
沢
正
司
）

・
わ
す
れ
ま
い
投
票
、
納
税
。
申
告

日
（
同
、
矢
口
尚
助
）

・
税
金
は
楽
し
い
社
会
の
基
礎
づ
く

り
　
　
　
　
（
同
、
高
橋
秀
二
）

・
税
金
で
明
る
い
校
舎
よ
い
施
設

　
　
　
　
　
（
同
、
池
田
加
代
子
）

　
印
か
ん
証
明
は

　
代
理
通
知
を

　
印
か
ん
証
明
は
、
原
則
と
し
て
本

人
で
な
け
れ
ぱ
変
付
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
な

い
串
情
の
た
め
本
人
が
お
い
で
に
な

れ
な
い
と
き
は
代
理
人
で
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
代

理
は
、
口
頭
で
な
く
代
理
通
知
（
委

任
状
）
に
よ
る
代
理
人
で
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
。
本
人
以
外
は
、
家
族

の
方
で
も
代
理
通
知
が
な
け
れ
ぱ
証

明
の
交
付
は
も
ち
ろ
ん
、
届
出
も
改

印
、
廃
印
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
代
理
人
に
依
頼
さ
れ
る

場
合
ぱ
必
す
、
代
理
通
知
を
持
参
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

（
代
理
通
知
用
紙
は
、
市
民
課
窓
口

で
い
つ
で
も
お
あ
げ
し
ま
す
）

・
転
出
証
明
は
、
転
出
す
る

　
前
に

　
転
出
証
明
は
、
転
出
す
る
前
に
発

行
す
る
の
が
た
て
ま
え
で
す
。
市
外

に
転
出
さ
れ
る
万
は
、
転
出
す
る
前

に
届
出
を
し
、
転
出
証
明
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
の

支
払
い
金
額

　
あ
な
た
の
国
民
年
金
証
書
に
記
ス

さ
れ
て
い
る
年
金
額
は
、
国
民
年
金

法
の
改
正
案
が
成
立
す
る
こ
と
を
見

越
し
て
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
四
十
四
年

九
月
期
は
そ
の
ま
ま
の
額
で

支
払
わ
れ
ま
す
が
、
昭
和
四
＋

五
年
一
月
期
と
五
月
期
分
の
支
払
額

に
つ
い
て
は
、
改
正
法
案
が
成
立
し

な
い
と
き
は
年
金
額
を
訂
正
し
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
知
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
不
審
の
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
而
役
所
国
民
年
金
係
に
お
た
す

ね
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

人
権
週
間
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

題
　
　
材
　
特
に
制
限
し
ま
せ
ん
が
家
庭
㌧
学
園
、
職
場
に
お
け
る

　
　
　
　
ほ
か
、
広
く
日
常
生
活
に
お
け
る
愛
情
豊
か
な
人
間
関

　
　
　
　
係
を
描
い
た
も
の
。

応
募
資
格
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

サ
イ
ズ
　
黒
臼
…
…
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
、
カ
ラ
ー
…
…
自
田
（
ス
ラ

　
　
　
　
イ
ド
、
ブ
リ
ン
ト
共
）

し
め
き
り
　
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
日
（
当
日
消
印
有
効
）

送
り
先
東
京
都
中
央
区
築
地
六
丁
目
二
十
番
六
号
東
京
法
務

　
　
　
　
局
人
権
擁
護
部
内
関
東
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
　
　
　
〒
一
〇
四

発
　
　
表
　
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
初
司
　
読
売
新
聞
紙
上
お
よ
び

　
　
　
　
月
刊
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
誌
に
発
表
す
る
ほ
か
、
入
賞

　
　
　
　
者
に
は
直
接
通
知
す
る
。

賞
推
薦
・
…
・
∴
名

特
選
…
…
二
名

入
選
…
…
十
名

佳
作
…
二
十
名

関
東
八
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞
状
副
賞

金
三
万
円
　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
賞

関
東
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
昌
賞
状
　
副
賞

各
金
五
．
干
円
　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
賞

関
東
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞
状
，
副
賞

各
金
千
円
　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
賞

記
念
品
オ
リ
エ
ン
タ
ル
賞

く
わ
し
い
こ
と
は
而
役
所
広
報
係
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
十
日
町
市
職
員
募
集

市
で
は
次
の
と
お
り
市
職
員
（
保
母
）
の
募
集
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
．1

、
募
集
区
分

①
保
母

②
保
母
資
格

若
干
名

保
母
資
格
を
有
す
る
者
（
昭
和
四
十
五
年
三
月
卒

業
に
よ
り
保
母
資
格
を
取
得
す
る
者
を
含
む
）
で

三
十
五
歳
未
満
の
者

2
、
受
験
手
続

　
次
の
雷
類
を
そ
ろ
え
て
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
十
日
町

　
市
役
所
市
長
公
室
に
お
印
込
み
下
さ
い
。

（
イ
）

（
ロ
）

（
ハ
）

受
験
甲
込
書
（
而
役
所
市
長
公
室
に
あ
り
ま
す
）

履
歴
轡
（
六
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
及
び
卒
業
見
込
証
明
書
ま
た
は

資
格
を
証
す
る
書
面

3
、
受
付
期
間
昭
和
四
十
四
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年

　
十
一
月
十
五
日
ま
で

4
、
そ
の
他
こ
の
募
集
要
項
に
つ
い
て
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

　
市
役
所
（
七
ー
三
一
一
一
）
市
長
公
室
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
便
郵
局
か
ら
お
願
い

雨
や
、
み
ぞ
れ
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
た
い
せ
つ
な
郵
便
物
を

暖
か
く
お
預
り
す
る
郵
便
受
箱
を
ぜ
ひ
拘
備
え
く
だ
さ
い
．
色
は

赤
、
あ
さ
ぎ
の
二
種
類
、
価
格
は
い
す
れ
も
七
百
円
で
す
。
ご
希
望

の
方
は
郵
便
局
の
窓
口
か
而
内
の
切
手
類
売
さ
ぱ
き
所
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
．
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農
業
就
業
近
代
化
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
相
談
員
を
設
置

　
市
で
は
、
農
家
の
就
業
講
造
の

改
善
に
努
め
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
農

業
就
業
近
代
化
対
策
調
査
相
談
員
を

設
け
、
相
談
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
相
談
員
の
仕
亭
の

内
容
は
、
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に

お
い
て
①
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
の

相
談
②
農
業
後
継
者
確
保
の
相
談
そ

の
他
の
農
業
後
継
看
の
養
成
確
保
③

農
業
後
継
者
の
集
団
活
勘
を
援
助
④

家
族
協
定
農
業
及
び
花
嫁
に
つ
い
て

の
相
談
⑤
出
稼
ぎ
を
希
望
す
る
者
、

ま
た
は
、
出
稼
ぎ
留
守
家
族
に
対
し

公
共
職
業
安
定
所
の
行
な
う
職
禦
相

談
の
た
め
の
個
人
的
情
報
の
入
手
お

よ
び
実
情
聴
取
そ
の
他
の
相
談
を
行

な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
相
談
員
の
お
名
罰
と
指
定
地
域
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
庭
野
賢
治
（
江
道
）
“
江
道
う
猿

倉
、
津
池
、
営
沼
、
大
池
、
赤
倉
▽

池
田
正
司
（
焼
野
）
H
而
之
沢
、
嘉

勝
、
轟
木
、
焼
野
、
魚
田
川
、
池
谷

入
山
▽
岩
田
孫
太
郎
（
新
水
）
”
新

水
、
蕨
平
、
三
ツ
山
、
高
場
、
美
女

木
、
上
田
原
▽
庭
野
反
治
（
小
貫
）

“
宇
田
ヵ
沢
、
菅
沼
、
山
新
田
、
小

貫
、
柴
倉
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又

▽
水
落
顕
雄
（
願
入
）
“
塩
野
、
願

入
、
ニ
タ
子
▽
水
落
運
平
（
漉
野
）

睦
仙
之
山
、
平
、
漉
野
、
慶
地
▽
岡
村

貞
義
（
関
根
）
n
関
根
、
浅
之
平
、

笹
沢
．
池
彦
平
、
孕
石
、
．
控
木
、
長

里
、
落
之
水
、
稲
子
平
▽
南
雲
袈
栄

吉
（
中
村
）
”
中
村
、
山
谷
、
麻
畑

田
麦
、
ニ
ツ
屋
、
船
坂
、
塩
ノ
又
▽

株
久
（
小
泉
）
“
稲
葉
、
小
泉
、
山

谷
▽
古
沢
英
雄
（
北
鐙
坂
）
”
高
島

南
鐙
坂
、
北
鐙
坂
▽
春
日
虎
之
助

（
樽
沢
）
“
中
平
、
名
ケ
山
、
樽
沢

▽
尾
身
常
俊
（
鉢
）
”
中
手
、
鉢
▽

井
口
芳
雄
（
細
尾
）
n
天
池
、
細
尾

池
之
尻
、
漆
島
、
野
中
、
池
沢
、
鍬

柄
沢
▽
樋
口
義
治
（
中
在
家
）
”
中

在
家
、
市
之
沢
、
南
雲
、
当
間
▽
上

村
市
三
（
太
田
島
）
師
太
田
島
、
新

宮
▽
富
井
珍
平
（
馬
場
）
”
馬
場
、

珠
川
▽
保
坂
新
（
姿
）
“
安
養
寺
、

姿
．

寡
婦
に
も
貸
付
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
近
く
説
明
会
を
開
く

　
現
在
あ
る
「
母
子
福
祉
資
金
貸
付

制
度
」
に
加
え
、
新
し
く
寡
婦
の
方

　
十
日
町
市
出
稼
者
組
合
連
絡
協
議

会
の
設
立
総
会
が
、
去
る
二
十
一
日

十
日
町
農
協
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
規

約
の
設
定
、
役
員
選
任
、
事
業
計
固

な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
市
内
各
単
位
出
稼
者

組
合
で
組
識
さ
れ
、
労
働
条
件
の
改

哲
、
留
守
家
族
の
生
活
安
定
、
援
護

対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
亭
業
を
行
う

も
の
で
、
四
十
四
年
度
亭
業
と
し
て

組
識
の
強
化
対
策
、
出
稼
者
の
帰
省

出
稼
者
組
合
連
絡
協
議
会
が
発
足

　
　
　
　
会
長
に
尾
身
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膚ノ
ス
の
運
行
な
ど
を
計
圃
し
て
い
ま

す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
十
六
組
合
が

加
入
し
て
い
る
だ
け
で
全
組
合
の
加

入
を
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

会
長
　
尾
身
伸
太
郎
（
鉢
）
　
副
会

長
　
斉
木
徳
栄
（
控
木
）
　
理
頓

庭
野
熊
蔵
（
管
沼
）
　
尾
身
徳
貞

（
鉢
）
　
金
沢
貫
蔵
（
姿
）
　
中
町

東
一
（
仙
之
山
）
　
監
亭
　
宮
内
春

弥
（
高
島
）
　
佐
野
武
市
（
細
尾
）

方
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
制
度
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
．

　
　
「
母
子
福
祉
資
金
貸
付
制
度
」
は

子
供
が
二
十
才
を
こ
え
る
と
利
用
で

薫
せ
ん
夏
が
ど
の
新
し
い

貸
付
制
度
は
、
子
供
が
二
十
才
を
こ

え
て
い
て
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

一
す
・一
奮
の
製
は
・
磐
（
夫

㎝
ま
た
は
内
縁
の
夫
）
き
死
別
や
離
婚

そ
の
他
で
配
偶
者
の
扶
養
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
婦
人
、
配
偶
者
及

び
子
供
の
な
い
四
十
才
以
上
の
婦
人

の
方
々
に
、
経
済
的
自
立
と
、
生
活

意
欲
の
助
長
を
図
る
た
め
に
作
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
講
　
越

め
の
資
金
、
療
養
の
た
め
の
資
金
、

住
宅
補
修
等
の
資
金
、
結
婚
の
た
め

の
資
金
等
十
二
種
類
あ
り
、
法
に
定

め
ら
れ
た
各
種
学
校
（
高
等
学
校
、

大
学
校
等
）
に
お
い
て
、
知
識
技
能

を
習
得
す
る
者
に
貸
し
付
け
る
貸
付

金
は
無
利
子
、
そ
の
他
は
年
三
分
の

利
息
で
す
。

　
こ
の
貸
付
制
度
に
つ
い
て
説
明
会

を
旧
町
村
蛍
位
で
、
近
日
中
に
開
催

す
る
予
定
で
す
の
で
・
そ
の
際
は
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
日
、
時

に
つ
い
て
は
追
っ
て
回
覧
等
で
お
伝

え
し
ま
す
。

若
が
え
り
の

　
　
一
日

　
　
第
四
回
老
人
体
育
祭

　
健
康
で
明
る
い
老
後
を
と
、
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
、
社
会
福
祉
事

務
所
で
は
、
こ
と
し
も
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
佐
育
祭
を
去
る
十
八
日
市
民
体

育
舘
で
開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
市
内
五
＋
八
の
老
人
ク

総
合
で
県
下
8
番
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
の
物
価

　
総
理
府
で
は
、
国
民
の
消
費
生
活

上
重
要
な
商
品
や
サ
！
ビ
ス
に
つ
い

て
の
価
格
や
、
販
売
数
量
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
全
国
一
斉
に
、

三
百
五
十
品
目
八
首
五
十
銘
柄
の
価

格
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
東
京
を
百
と
し
た
地
域
差
指
数
を

県
内
二
十
市
に
つ
い
て
比
較
し
た
の

が
別
表
で
あ
り
ま
す
．
こ
れ
に
よ
る

と
当
市
の
物
価
は
総
合
で
八
位
に
な

っ
て
い
ま
す
。
比
較
的
高
い
の
は
光

熱
費
と
食
料
費
で
あ
り
、
住
居
費
、

被
服
費
、
雑
費
の
順
で
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

市　名 食　料 住居（瞬鋤 光　熱 被　服 雑　費 総　合

新　潟 93．4 97．7 95．8 95．2 99．0 94．0
長　　岡 93．3 98．1 95．8 93．9 95．0 92．4

高　田 93．4 104．4 92．9 90．8 93．6 91．8

三　条 98．0 101．7 94．5 90．3 95．8 93．8

柏　崎 94．7 97．4 90．7 88．0 101．5 93．8
新発田 93．3 101．8 95．4 91．6 97．2 92．3

新　津 97．1 101．4 94．5 91．2 96．7 94．9
小千谷 95．3 104．0 96．1 93．8 97．3 94．1
加　茂 95．0 106．8 95．8 94．7 96．8 95．1

十日町 98．0 川．3 10．5 93．5 96．3 94．5
見　　附 98．5 102．9 93．9 86．5 95．4 94．6

村　上 96．8 101．4 95．9 88．O 98．1 93．3
燕 100．8 IO3．1 96．6 97．5 97．8 97．3

直江津 96．6 101．8 94．7 96．3 94．8 93．9
栃　尾 95．3 104．8 95．8 101．7 96．7 95．3
糸魚川 96．4 102．2 96．6 94．3 95．1 93．6

新　井 95．8 100．0 95．6 95．0 96．1 ・94。1

五　泉 97．0 107．1 93．4 97．4 95．6 94．3
両　　津 101．4 106．1 117．1 94．2 96．5 97．9

白　根 95．9 104．4 104．0 95．6 96．5 95．1

使
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
新
潟
県
下
さ
五
百
九
十
億
円
、
十

日
町
市
に
は
、
五
億
四
千
六
百
万
円

融
資
さ
れ
て
お
り
、
都
而
計
画
亭
業

に
道
路
舗
装
、
住
宅
建
設
、
義
務
教

育
施
設
、
厚
生
福
祉
施
設
、
清
掃
事

業
、
災
害
復
旧
、
辺
地
対
策
等
に
使

わ
れ
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
大
き

な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
な
お
国
の

資
金
計
画
と
し
て
こ
の
よ
う
な
郵
便

貯
金
の
増
強
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い

ま
す
。 【

国
ラ
ブ
が
紅
舅
か
れ
て
、
薯
磯
震
開
、
珍
フ
レ
ー
も
あ
・
三

が
ア
ベ
ッ
ク
レ
ー
ス
、
ド
ジ
ョ
ウ
レ
一
夏
し
く
笑
い
と
拍
手
の
暮
に

ー
ス
、
紅
白
網
引
き
な
ど
八
種
目
に
一
終
わ
り
ま
し
た
。

十
日
町
市
に
五
億
四
千
六
百
万
円

　
　
　
郵
便
貯
金
の
還
元
融
資

郵
政
省
で
は
、
＋
月
中
「
住
み

よ
い
郷
土
を
つ
く
る
郵
便
貯

被
害
に
あ
っ
て
　
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

こ
ん
な
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
検
察
審
査
会
に

詐
欺
、
お
ど
㌦
、
交
通
事
故
な
ど
確
棚
雛
嚢
薮

一
一
一
日
緬
嘩
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一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
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一
一
一
一
帰
一
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一
一
一
一
一
騙
一
一
一
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－
一
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囎
一
一
一
雌

㎜
●
予
報
の
概
要
　
　
　
　
　
出
し
、
山
間
部
で
雪
の
降
る
こ
と
冬
型
の
気
圧
配
置
が
現
わ
れ
ま
す
㎜

㎜
　
こ
の
期
間
は
冬
型
の
気
圧
配
置
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
平
均
気
温
は
　
が
、
長
つ
づ
き
は
し
な
い
で
し
ょ
㎜

…
が
現
わ
れ
て
も
長
つ
づ
き
せ
す
、
　
平
年
並
み
か
低
め
、
降
水
量
と
日
　
う
。
平
均
気
温
、
降
水
量
、
日
照
㎜

…
時
々
晴
れ
る
日
も
あ
り
ま
し
ょ
　
照
は
平
年
並
み
の
み
こ
み
で
す
。
　
と
も
平
年
並
み
の
み
こ
み
で
す
．
　
㎜

㎜
う
．
ま
た
年
末
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
十
二
月
　
㎜

㎜
頃
は
寒
気
が
入
北
陸
地
方
三
ヵ
月
予
報
（
朋
～
閉
）
　
　
の
予
報
㎜

㎜
り
や
す
い
で
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
半
は
冬
型
㎜

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
新
潟
地
方
気
象
台
発
表
1
　
　
　
　
　
　
…

㎜
　
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
気
圧
配
置
は
㎜

●
十
月
の
予
報

　
上
旬
は
天
気
の
ぐ
す
つ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
晴
れ

る
日
が
多
い
み
こ
み
で
す
．
し
か

し
下
旬
に
は
一
時
季
節
風
が
吹
き

●
十
一
月
の
予
報

月
は
じ
め
は
ま
だ
寒
気
の
入
る
日

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
移
動
性

高
気
圧
に
お
而
わ
れ
晴
れ
る
日
が

多
い
み
こ
み
で
す
。
後
半
は
弱
い

弱
く
気
温
は
高
め
の
み
こ
み
で
す

後
半
は
季
節
風
の
吹
き
出
し
が
あ

り
、
ま
た
年
末
頃
は
寒
気
が
入
り

や
す
く
、
平
均
気
温
は
高
め
、
降

水
量
と
日
照
は
平
年
並
み
。

ぎ
§
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一
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…
…
…
…
働
…
一
≡
≡
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≡
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≡
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…
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…
目
一
≡
一
…
一
§
…
≡
日
≡
≡
一
昌
…
一
一
…
≡
≡
一
≡
一
≡
…
＝
…
…
…
…
一
…
≡
…
…
…
＝
…
一
一
一
…
≡
≡
一
一
＝
…
口
罠
ε

　
い
。
こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て
い
る
万

　
は
い
ま
せ
ん
か
。
そ
う
い
う
方
は
そ

　
の
ま
ま
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
、
検

　
、
祭
雷
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
人

　
名
簿
を
も
と
に
し
て
、
く
じ
で
選
ぱ

　
れ
た
禺
間
人
の
代
表
＋
一
人
の
検

　
察
審
査
員
が
、
検
察
官
の
し
ご

　
と
の
や
り
か
た
を
審
査
す
る
た
め
の

　
制
度
で
す
。

　
　
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
か
、

　
検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
の

　
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
の
が
お

　
も
な
仕
事
で
す
。
．
検
察
審
査
会
は
そ

　
の
た
め
に
、
検
察
官
の
つ
く
っ
た
不
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起
訴
記
録
を
調
べ
た
り
、
必
要
に
応

じ
て
証
人
を
呼
ん
だ
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
実
地
見
分
な
ど
も
し
て
議
決

し
ま
す
。
そ
の
議
決
を
参
考
に
し
て

検
事
正
が
事
件
を
起
訴
す
べ

き
だ
と
考
え
た
と
き
は
、
起

訴
の
手
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

　
事
件
を
審
査
し
て
も
ら
う
に
は
、

犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
や
犯
罪

に
よ
っ
て
害
を
受
け
た
人
で
、
検
祭

官
の
不
起
訴
処
分
に
不
服
の
あ
る
方

は
、
だ
れ
で
も
審
査
の
申
し
豆
て
を

す
る
こ
～
が
で
き
ま
す
。

　
申
し
立
て
に
は
費
用
は
い
り
ま
せ

ん
。

　
申
し
立
て
の
手
続
き
に
つ
い
て
は

検
察
審
査
会
の
亭
務
所
（
艮
岡
而
信

濃
二
丁
目
六
番
一
号
、
新
潟
地
方
裁

判
所
艮
岡
支
部
内
）
に
お
た
す
ね
く

だ
さ
い
。

金
増
強
運
動
」
を
、
ま
た
＋
一

月
一
日
か
ら
噸
月
三
十
一
日
ま
で

「
年
末
年
始
郵
便
貯
金
増
強
運
動
」

を
全
国
い
っ
せ
い
に
展
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
郵
便
貯
金
は
、
大
蔵
省
資
金
蓮
用

部
に
集
め
ら
れ
た
あ
と
、
国
の
財
政

投
融
資
資
金
と
し
て
地
万
公
共
団
広

（
市
、
町
、
村
）
公
団
、
公
社
等
に

貸
出
さ
れ
、
教
育
、
文
化
、
産
業
の

振
興
、
農
林
漁
業
、
中
、
小
企
藁
の

育
成
、
災
害
の
復
旧
、
治
山
、
治
水

住
宅
建
設
」
生
活
環
境
整
備
な
ど
に

火
の
用
心

習
字
入
選
者

市
消
防
後
援
会
の
火
の
用
心
習
字

募
集
は
市
内
小
、
中
学
校
児
童
生
徒

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
去

る
二
十
日
審
査
の
結
果
、
つ
ぎ
の
と

お
り
入
選
を
決
め
ま
し
た
。

　
応
募
数
は
小
学
校
十
七
校
百
五
十

二
人
、
中
学
校
五
校
八
十
一
人
で
し

た
。

◎
中
学
校

〔
一
年
生
〕

　
金
賞
　
大
久
保
克
子
（
中
条
）

　
銀
賞
　
長
谷
川
和
子
（
下
条
）
菅

　
　
　
　
村
弘
（
＋
日
町
）

　
銅
賞
庭
野
幸
子
（
十
日
町
）
小

　
　
　
　
宮
山
三
千
代
（
下
条
東
下

　
　
　
　
組
）
樋
口
敦
子
（
十
日
酊
）

〔
二
年
生
〕

　
金
賞
　
保
坂
洋
一
（
十
日
町
）

銀
賞

銅
賞

大
島
智
恵
子
（
十
日
町
）

飯
塚
ち
い
子
（
水
沢
）

古
沢
泰
子
（
吉
田
）
関
口

い
く
子
（
吉
田
）
村
山
し

げ
子
（
下
・
条
）

◎
小
学
校

〔
四
年
生
〕

銀金
賞賞

銅
賞

佐
藤
ゆ
か
り
（
下
条
小
）

市
村
真
由
美
（
飛
一
）
松

井
契
（
十
日
町
．
）

村
山
浩
子
（
川
治
）
田
辺

智
恵
子
（
十
日
）
高
橋
め

ぐ
み
（
川
治
）

〔
五
年
生
〕

銀金
賞賞

銅
賞

高
橋
好
美
（
川
治
）

梧
沢
宏
子
（
川
治
）
阿
部

勝
実
（
＋
日
町
）

高
橋
卓
美
（
十
日
町
）
根

津
二
美
（
川
治
）
桑
原
協

子
（
同
）

〔
六
年
生
〕

銀金
賞賞

銅
賞

松
沢
文
子
（
川
治
）

丸
山
岳
人
（
川
治
）
岡
田

聡
（
中
条
）

星
野
恵
（
十
日
町
）
佐
藤

千
恵
子
（
中
条
）
渡
辺
美

枝
子
（
川
治
）

　　救火
119
番急事
　　はへ

自
動
車
税
の
納
期
は
三
十
一
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
銀
行
、
郵
便
局
へ
納
入

　
自
助
車
税
第
二
期
分
の
納
期
限
は

十
月
三
十
岬
日
で
す
。
つ
ぎ
の

の
点
に
注
意
し
期
限
内
納
入
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

◎
納
期
限
（
十
月
三
十
一
日
）
ま
で

に
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
等
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
．

来
月
五
同
か
ら
発
売

　
　
　
　
　
　
　
　
お
年
玉
年
賀
は
が
き

　
好
評
の
「
お
年
玉
年
賀
は
が
き
」

は
、
来
る
十
一
月
五
日
か
ら
発
売
さ

れ
ま
す
。
十
日
町
郵
便
局
の
発
売
枚

数
は
、
売
さ
ぱ
き
所
を
ふ
く
め
、
四

十
二
万
六
千
枚
（
七
円
二
十
九
万
九

手
枚
、
八
円
（
寄
付
金
つ
き
）
十
二

万
七
千
枚
）
で
す
．
売
切
れ
ぬ
う
ち

に
お
畢
目
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い

　
な
お
本
年
か
ら
、
年
賀
郵
便
物
は

一
す
べ
て
番
号
区
分
す
る
こ
と
と
な
り

爾
ま
し
た
。
郵
便
番
号
記
載
に
な
お
い

著
う
の
ご
勇
を
奮
い
し
婆

◎
集
金
徴
収
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
正
当
な
理
由
も
な
く
滞
納
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
滞
納
処
分
を
行
な
う

こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
な
に
か

の
事
情
で
納
期
限
ま
で
に
完
納
で
き

な
い
場
合
は
、
納
税
相
談
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
自
動
車
の
移
転
、
廃
車
等
の
手
続

き
は
、
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
早

目
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
自
動
車
の
継
続
検
査
の
際
に
必
、
要

な
納
税
証
明
に
つ
い
て
は
、
納
税
証

明
印
を
押
印
す
る
の
み
で
、
今
ま
で

よ
り
簡
単
に
な
り
ま
し
た
が
、
納
税

の
確
認
を
必
要
と
す
る
た
め
県
税
領

収
証
を
お
忘
れ
な
く
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

ゆめぐ　
下
条
の
栄
橋
の
上
か
ら
南
の
方

を
な
が
め
る
と
．
す
ぐ
左
手
の
廿

日
城
部
落
の
は
す
れ
に
、
濃
い
み

ど
り
に
お
N
わ
れ
た
木
立
ち
が
こ

ん
も
り
と
茂
っ
て
い
る
の
が
み
え

る
。
　
信
濃
川
が
大
き
く
蛇
行
し
て
い

る
そ
の
曲
流
部
の
段
丘
の
突
端
に

昔
の
遺
構
を
残
し
て
い
る
の
が
廿

日
城
の
跡
で
あ
る
。

　
北
側
は
渓
流
に
よ
っ
て
ほ
ら
れ

た
深
い
浸
蝕
谷
で
さ
え
ぎ
ら
れ
、

南
は
断
崖
で
か
こ
ま
れ
だ
三
角
形

の
半
島
状
の
台
地
に
中
心
を
お
き

な
か
ほ
ど
を
一
条
の
壕
で
仕
切
っ

て
い
る
か
、
さ
ら
に
東
方
の
台
地

へ
つ
マ
く
農
道
付
近
に
外
郭
の
土

塁
と
壕
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
西
側
は
信
濃
川
の
浸
蝕
で
け
す

り
取
ら
れ
原
形
の
一
部
を
失
っ
て

い
る
が
、
土
塁
に
か
こ
ま
れ
た
沢

口
は
、
信
濃
川
の
水
位
が
高
か
っ

た
時
代
に
は
恰
好
の
舟
入
り
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
中
魚
沼
郡
誌
な
ど
に
よ
る
と
、

二

こ
の
城
の
城
主

は
下
条
治
部
少

輔
と
い
う
部
将

だ
と
い
わ
れ
て

い
る
今
か
ら
六

百
四
＋
年
ぱ
か

り
前
の
甫
北
朝

時
代
に
、
越
後

の
南
朝
勢
を
激

励
す
る
た
め
に

京
都
か
ら
下
向

し
て
き
た
岩
倉

義
延
と
い
う
南

朝
万
の
公
卿
が

こ
＼
に
土
着
し

て
下
条
治
部
少

輔
と
名
を
改
め
中
条
の
大
井
田
氏

ら
と
と
も
に
南
朝
の
た
め
に
っ
く

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
南
北
両
軍
が
は
げ
し
い
攻
防
戦

を
く
り
か
え
し
て
い
た
時
代
に
急

い
で
築
い
た
た
め
、
わ
す
か
二
十

日
間
と
い
う
短
期
間
に
築
城
を
完

了
し
た
の
で
β
廿
日
城
”
と
呼
ぱ

れ
る
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
信
濃
川
を
へ
だ
て
た
対
岸
に
野

口
城
、
節
黒
城
、
千
手
城
、
伊
勢

平
治
城
、
山
谷
城
な
ど
を
の
ぞ
み

信
濃
川
を
ゆ
き
き
す
る
舟
の
運
行

を
監
視
す
る
の
に
絶
好
の
位
置
を

し
め
て
い
る
し
、
背
後
に
は
合
戦

廿
日
城
と
原
山
砦

瓦τ一コ1
了、等タノ
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λ
、
詣

塗
悉

、

彫つ

　～oず

の
と
き
た
て
こ
も
る
た
め
原
山
砦

と
平
砦
を
嬰
害
城
と
し
て
そ
な
え

て
い
る
。

　
原
山
砦
は
板
橋
の
東
万
、
標
高

三
一
五
齎
の
鉢
伏
山
の
山
頂
に
あ

る
。
　
飛
渡
川
を
は
さ
ん
で
花
水
沢
砦

と
相
対
し
、
前
方
に
廿
日
城
を
の

ぞ
む
山
城
で
、
南
北
両
面
は
け
わ

し
い
断
崖
で
守
ら
れ
、
前
面
だ
け

が
ゆ
る
や
か
な
斜
面
に
な
っ
て
い

る
．
　
山
頂
を
平
ら
に
削
っ
た
四
角
形

の
キ
郭
を
中
心
に
、
東
側
に
巾
広

い
土
壇
状
の
十
塁
と
、
一
条
の
壕

　
　
　
　
　
　
　
　
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
下

を
も
う
け
、
西
北
方
と
南
万
へ
つ

づ
く
尾
根
に
四
～
五
ヵ
所
の
袖
曲

輪
（
そ
で
ぐ
る
わ
）
を
築
い
た
マ

け
の
簡
単
な
も
の
で
、
廿
日
城
の

遠
見
を
か
ね
た
要
害
城
で
あ
ろ

う
。
　
軍
砦
は
、
軍
、
仙
之
山
、
塩
野

の
三
部
落
の
中
間
に
あ
る
標
高
二

九
一
厨
の
城
山
の
山
頂
に
あ
る
。

　
項
上
を
平
ら
に
し
、
西
方
へ
の

び
る
尾
根
に
小
さ
な
郭
（
く
る

わ
）
と
、
深
さ
三
麿
、
底
巾
一
層

の
空
壕
を
堀
り
、
東
方
の
尾
根
に

も
二
～
三
ヵ
所
の
郭
が
設
け
ら
れ

て
い
る
小
規
模
な
構
造
で
あ
る
が

岩
沢
の
函
山
城
（
は
こ
や
ま
じ
ょ

う
）
に
近
い
要
害
の
地
を
し
め
、

監
視
哨
の
役
割
り
を
果
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
市
商
工
課
長

　
　
　
　
　
佐
野
　
良
害
・
）
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